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新たな国際交流員（CIR）
に、ホー・イーチンさん

（24、写真㊨）が、外国語
指導助手（ALT）にボロ
ニエク＝マスリス・アダム
さん（27、写真㊥）とバ
ルユット・ラルフ マシュー
さ ん（24、写真㊧） が、
それぞれ着任しました。国
際交流イベントや市立小・
中学校で、皆さんとの交流
を深めます。

旅行や日本の漫画が趣味
というホーさんは、カナ
ダ出身で 11 歳まで台湾で
育ったため、英語のほか
中国語も堪能です。「カナ
ダではニックネームで『メ
リー』と呼ばれていたので、
メリーと気軽に声を掛けて
くれるとうれしいです」と

笑顔で話してくれました。
同じくカナダ出身のアダ

ムさんは自転車が趣味。「市
内のコースを自転車で走り
たい」と目を輝かせていま
した。

また、アメリカ出身のラ
ルフさんは「地元のお祭り
やお寺・神社を見るのが楽
しみ」と話してくれました。
問合せ先＝▼市民参画課

（☎ 64-1314）▼学校教育
課（☎ 64-1392）

【新米、ご難の時代】

高校時代は、実家の栃木か
ら新幹線で東京の美術大学付
属高校へ通学したという髙嵜
さん。大学卒業後は結婚を機
に京田辺市に移住。「ミュージ
カルカンパニーワンダーラー」
の旗揚げ、「舞台芸術創造団体
ワンダーラーファクトリー」
の設立など、演出家、原作・
脚本家、総合舞台芸術作家と
して精力的に活動しています。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

今
号
は
、
総
合
舞
台
芸
術
作
家
と
し
て

活
躍
す
る
女
性
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
舞
台
と
の
出
会
い

美
術
高
校
在
学
時
に
、
舞
台
芸
術
の
魅

力
に
引
か
れ
て
劇
団
を
旗
揚
げ
し
、脚
本
・

演
出
・
演
者
な
ど
総
合
的
な
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
大
学
で
は
、
芸
術
学
を
専
攻
す

る
傍
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
専
門
学
校
に
も

通
い
、
自
主
公
演
や
舞
台
制
作
を
行
い
ま

し
た
。
当
時
は
、
女
性
が
「
演
出
家
」
と

名
乗
っ
て
も
聞
い
て
も
ら
え
な
い
男
性
社

会
で
し
た
が
、
能
力
が
あ
れ
ば
認
め
ら
れ

る
実
力
主
義
的
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

―
京
田
辺
市
で
の
劇
団
の
旗
揚
げ

結
婚
を
き
っ
か
け
に
京
田
辺
市
に
転
入

し
ま
し
た
が
、
地
縁
も
な
く
、
こ
れ
ま
で

頑
張
っ
て
き
た
仲
間
と
切
り
離
さ
れ
た
よ

う
で
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
子
育

て
支
援
活
動
に
誘
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
保

護
者
の
個
性
や
特
技
を
生
か
し
て
子
育
て

世
帯
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
に
関
わ
る
中

で
、
得
意
分
野
の
「
舞
台
」
で
貢
献
で
き

な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
通
じ
て
子
育
て
世
代
と
地
域
を

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
市
民
劇
団
の
演
出
に
も
携
わ

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
「
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ー
」
に
つ
な
が
る
縁
が
で
き
ま
し
た
。

―
普
段
の
活
動

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
在
籍
す
る
劇
団

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ー
」
で
は
演
出
家
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
代
表
を
務
め
る
「
舞
台
芸

術
創
造
団
体
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
で
は
、
脚
本
の
執
筆
・
舞
台
美
術

の
製
作
・
出
演
の
ほ
か
、
チ
ラ
シ
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、
総
合
的
な
芸
術
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

―
家
族
と
の
つ
な
が
り

私
た
ち
夫
婦
は
、
忙
し
い
中
で
も
、

お
互
い
の
状
況
を
気
遣
う
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
二
人
の
子
ど
も
た
ち

も
劇
団
に
所
属
し
て
お
り
、
縦
横
の
つ

な
が
り
の
あ
る
、
大
き
な
家
族
の
よ
う
な

社
会
の
中
で
成
長
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負

チ
ー
ム
な
ら
で
は
の
大
変
さ
は
あ
り
ま

す
が
、
関
わ
る
人
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

ど
面
白
く
な
り
ま
す
。
舞
台
に
携
わ
る
主

役
・
脇
役
・
ス
タ
ッ
フ
、
ど
ん
な
役
割
も

尊
く
等
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
全
員
で
、
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
作
品
を
作
り
続
け
た
い
で

す
。「

与
え
ら
れ
た
命
分
生
き
る
」
が
モ
ッ

ト
ー
と
い
う
髙
嵜
さ
ん
。
常
に
未
来
を
見

据
え
て
走
り
続
け
る
姿
勢
に
活
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課
（
☎
６４
・

１
３
１
４
）

舞台では、役者として主役を
演じることも。

はがきに次の質問の回答と郵便番号・住所・
氏名・年齢・日中連絡がつく電話番号を書い
て郵送してください。応募は広報紙のほか、
京田辺市ｅモニター（たなモニ）でも受け付
けています。
①「○」に入るクイズの答え
②興味を持った記事と感想
③分かりにくかった記事
④今後取り上げてほしい企画やご意見など
正解者の中から抽選で 5 名様に、京田辺産

の新米（5kg）をプレゼントします。

個人情報は賞品の発送のみに使用します。
また、いただいた意見や感想は広報紙などで
紹介する場合があります。なお、ご意見に対
する個別回答はできませんのでご了承くださ
い。

当選発表は、賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます。
しめきり＝ 10 月 13 日㈮（当日消印有効）
応募・問合せ先＝秘書広報課（〒 610-0393

〈住所不要〉、☎ 64-1320）

NHKのど自慢は10月○日

先月号の答え：京田辺勢優勝「6」年ぶり

京田辺産
新米（5kg）

5名様

産
業
祭
実
行
委
員
会
は
、
産

業
祭
２
０
１
７
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。日

時
＝
１１
月
１９
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
３
時

場
所
＝
田
辺
公
園
多
目
的
運

動
広
場
東
側
通
路

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤

す
る
人

商
工
業
者
を
除
き
ま
す
。

出
店
ス
ペ
ー
ス
＝
約
６
㎡

飲
食
物
の
出
店
や
車
を
駐
車

し
て
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
テ
ン
ト
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
。

募
集
店
数
＝
先
着
３０
店

出
店
料
＝
２
千
円

出
店
し
な
い
場
合
で
も
返
却

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
＝
京
都
や
ま
し
ろ

農
業
協
同
組
合
京
田
辺
支
店
に

あ
る
申
込
書
に
、
出
店
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
１０
月
２
日
㈪
～

２０
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
都
や

ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
京
田
辺

支
店
（
☎
６２
・
１
１
７
７
）

㊨この日作られていた瓔珞の一部分

私も指導を受け製作をお手伝いしました

棚
倉
孫
神
社
で
は
、
市
の
無
形

民
俗
文
化
財
で
あ
る
瑞
饋
神
輿

（
＝
写
真
㊧
）
の
製
作
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
瑞
饋
神
輿
は
、
五
穀

豊
穣
を
願
っ
て
３０
種
類
以
上
の
野

菜
や
穀
物
で
作
ら
れ
ま
す
。
今
年

は
２
年
に
一
度
の
巡
行
の
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
９
月
２２
日
、
製

作
現
場
へ
激
励
に
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、瓔
珞
（
よ
う
ら
く
）

と
呼
ば
れ
る
神
輿
の
装
飾
の
一
部

を
製
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ

一
つ
丁
寧
に
作
ら
れ
る
工
程
に
、

文
化
を
つ
な
い
で
き
た
先
人
へ
の

敬
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
１０
月

９
日
の
秋
祭
り
に
は
、
氏
子
青
年

会
や
消
防
団
員
な
ど
約
３０
人
の
手

で
担
ぎ
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

地
域
住
民
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
や
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
お
祭
り
や

伝
統
行
事
が
途
絶
え
る
と
い
う
話

を
全
国
各
地
で
耳
に
し
ま
す
。
ふ

る
さ
と
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
の
お

祭
り
や
伝
統
行
事
を
守
っ
て
い
く

た
め
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。


